
節
十
四
食

餌
三
流

室簡
一

地
質
断
面
園
の
幾
何
学
的
作
図
浩

三

)
エ
ッ
チ
･デ

ー
ム

ス
ク
著

近

藤

堅

二

課

9

q
け

I71

p
-
g

閲

に
於
て
見
る
如
-
､
中
心
t
,及
び

は

雪

か

在
る

●叫

耐
静
伐
開
に
切
取
ら
れ
､
而
し
て

か

及
其
れ
以
下
の
層

化
は
於
で
は
曲
線
の
.頂
が
角
度
社
有
す
る
報
は
了
解
ru

る
｡
故
ほ
か
は
頂
部
に
於
で
は
､
O
.
α
の
二
中
心
に

依
わ
形
が
定

ま
る
｡
総
て
該
曲
線
は
慣
(
A

p
e
x
)
を
境

と
し
て
.
を
の
左
方
に
接
す
る
部
は
背
斜

曲
線
の
右
方

に
搾
す
る
部
は
向
斜
曲
線
で
あ
る
｡

ハり

7

ぴ
は
か
､
か
雨
腎
性
間
に
切
取
ら
る
.
而
L
tJ
該
補

助
の
項
部
は
02
を
小
心
と
せ
る
背
斜
曲
線
は
依
-
調
節

rb
る
｡
該
曲
線
は
α
を
中
心
と
し
て
描
け
る
向
斜
曲
線

と
朝
食
す
る
｡

同
塵
に
し
て
が
､
hiq
間
に
α
が
蜘
取
ら
る
｡

而
し
て

摺
･曲
の
頂
部
は
中
心
を

夫
々
01
､
0｡
t
と
す
る
二
つ
の

向
斜
曲
線
に
依
-
調
節
さ
る
｡

前
園
を
熟
硯
す
る
に
､
何
れ
の
背
斜
に
於
で
も
'
種

々
粍
皮
に
於
る
項
部
は
結
局
表
れ
に
隣
接
せ
る
二
つ
の

向
斜
部
の
曲
線
の
弧
群
に
伐
て
決
定
ru
る
こ
と
が
明
瞭

で
あ
る
｡

T
t
U
t

Ⅴ.
Wt
Ⅹ
の
諸
鮎
を
平
滑
を
る
曲
線
を

以
て
連
結
す
る
こ
と
を
得
.
即
ち
之
が
該
背
斜
の
軸
面

(
A

x
ia
t
ptane)
で
あ
る
､
後
述
す
る
如
-
1
該
曲
線

は

一
連
の
相
切
す
る

C
on
ics
よ
-
構
成
さ
る
｡

賓
川
上
注
意
す
べ

き
は
'
断
両
線

(S
ectio
n
tin
e
)

上
に
あ
る

D
ip
が
其
の
値
は
於
で
蝕
み
差
異
在
き
盛

で
は
､
観
測
地
瓢
に
於
け
る
垂
線
群
は
各
瓢
の
弧
群

の

周
囲
よ
-
数
帆
を
隔
つ
地
鮎
に
交
鮎
を
緯
ぶ
事
は
明
で

あ
る
｡
総
て
､
乙
の
場
合
､
該
断
面
図
は
大
在
る
鯨
尺



を
使
用
す
る
は
焚
物
で
あ
る
｡

ビ
ー
ム
｡
コ
ム
バ
ス
(
B
e
a
m

com
p
a
ss
)
と
大
型

固
板

が
億

は

必

要

で

あ

る
｡

車
種
の
長
さ
が
充
分
大
と
在
れ
ば
､

弧

線

は
手
巻

き
(F
re
e
h
a
nd
)
ほ
て
描
き
得
る
rJ
と
は
次
の
設
題

で
示
さ

るゝ
洩
ら
で
あ
る
｡

設
題

7.
閲
の
二
車
種
及
び
其
の
申
何
れ
か

lL
っ
の
車

種
上
に
閲
周
上
の

一
瓢
が
奥

へ
ら
れ
た
る
時
'
奥

へ

ら
れ
ね
鮎
を
通
過
す
る
弧
線
の
近
似
形
を
描
け
｡

但
し
典

へ
ら
れ
し
慨
の
中
心
を
川
以
ざ
る
も
の
と
す

脳
炎

cD
ヲ

輿
(
テ

レ
ダ

ル
二

年

総
ト

ン
､

FQ
ヲ
中
経
朋
上
ノ

輿
へ
ラ

レ

三
靴
ト

ス

｡

AB
ト
cD
ト
ノ
交
瓢
ヲ
中
心
ト

ン
･

B
ヲ
池
ル
固
執

ヲ
措

ケ
バ

犬

レ
ガ
桝
求
ノ
モ
ノ
ナ
リ
｡

空

挺
隼

-I㌢

柿
ク
O

h
,'於テ
BC

ヲ
二
芽

ス
O

F
晶

-
e
,遠

望

柑
ヲ
引
キ
cG
-
G
晶

テ
雷

シ

ム
｡

琴

フ
･(
,

G
ハ米
ム
ル
脚
弧
ト
cD

ト

J
交
鮎

ナ
リ
｡

依
テ
､
手

番
こ
テ
Fq
ヨ
リ
G

マ
デ
弧

ヲ
抑
ク
琳
ヲ
相
.

此
の
場
合
,
数
学
上
の
説
差
は
勿
論
FC

が
FG
に
等
し

か
ら
ざ
る
事
在
れ
ど
も
､
聖

cD
の
為
す
角
が
小
在
れ

地
餌
断
間
組
の
艶
何
車
的
作
問
法

01.1gF

d
J･:情
冊
Ⅵ
断
割

肯

琵

琶

温

度
の
僅
少
蒜

ひ
｡

設
題

8
.
軒

の
二
無
塵

及
其
の
中
何
れ
か

言

の
車
種

上
に

聞
周
上
の

l
鮎

が
典

へ
ら
れ
た
る
時
'
輿

へ
ら

れ
カ
鮎
を
通
過
す
る
弧
線
を
描
け
｡

晋

cD

ヲ
警

テ
レ
タ
ル
毒

樗
-
シ
､
EQ
h
中
温

上

二
晋

チ

且
蜘

ヘ
ラ
レ
タ
ル
例

ノ
矧
周
上

F'
桃

ハ
ル

叫
軌
ト

ス
O

ニ
0
迫

川
五



地

球

約
十

凹

㌧

仙小
三
zT
l

ニOf.'

四
六

FQ
m
リ
川
鞭

シ

品
蒜

ス
ル
脚

弧

ヲ
拙

ケ
一ハ
伊
求

ノ

モ
ノ
ナ

リ
｡

什
･
川

.I...=:

.
S
･･･.
-.･5.
.･
川

･〓
1.m

;
･
･

卜
C
B
E

ヲ
二
称
分

レ
･

二
等
分

線

品
卜
交

ル
鮒

ヲ

G
ト

ス
0

触

レ
パ
,

G
ハ
桝
求
脚

那

品

卜
究

ル
鮎

…

テ
,
些

事

警

テ

8

ヨ
-

α
(
班
緋

ヲ
抑

ケ
パ

即
決

ノ
モ
ノ
ナ
-
.

･=]
;]

川

.I:･.･
･:
..f･.
.7
･
:･･.I.
ド

･
･′
･

一

触

レ
バ
JFf=E･･3
-
2
9

卜
C
B
G
=
卜
E
B
G

ffg
y
f

F
G
JJJ
B
E

卜
E
B
G
=
卜

B
G
F

卜
B
G
F
=
卜
F
B
G

B
F
:
F
G

A
O
B
F
T
A

O
G
F

=
淳
f

(

B

F
:
F

G

卜
O
B
F
=
卜

O
F
G
=
卜
R

F
O
J
ノ
粋

掛

辞

-

O
B

I
O
E
-
0

7
rP
JP

T
.R
Jt,
fLESi!
/
塘

謁

輔
挿
傾
斜

(T
he
Interpol
ated

D
i
p
)

縮
尺
を
用
以
て
紙
面

上
に
描
か
れ
た
る
断
面
図
は
地

質
図
に
依
-
提
供
さ
れ
た
珊岨
噛
材
料
と
厳
密
に

一
致
せ

ね
は
な
ら
柑
0

前
掲
の
設
題

6.及
び
其
の
構
成
法
を
使
用
す
る
に

際
し
て
も
'
疎
め

tA
に
露
出
せ
る
地
暦
の

fforiz
on

が
再
び
Z
及
G
に
於
で
現
資
は
露
出
す
る
や
否
や

を
澄

明
せ
ず
し
嘉

ふ
の
は
勿
論
不
可
で
あ
る
｡
(
讐

遠

が
避
雷
に
あ
れ
ば
､
そ
れ
だ
け
.
描

き
碍
る
固
弧
の
数

も
埼
々
多
数
と
な
る
｡
異
質
に
近
骨
れ
ば
'
そ
れ
だ
け

断
面
図
も
完
金
に
在
る
.

更
に
書
き
事
に
は
､
露
出
せ
る
驚
疲
材
料
よ
-
し
て

直
接
に
幾
何
撃
的
構
成
法
に
依
て
､
正
確

在
る
封

比



(
C
orrelation
)
が
和
ら
る
/
見
込
が
つ
-
0

地
表
は
放
る
材
料
が
申
し
分
な
-
取
出
せ
る
､
急
科

せ
る
.
摺
油
層
に
放
て
は
切
紙

弧

群

(T
a
n
gen
tiaT

A
rc
s)
を
使
用
せ
る
幾
何
撃
的
構
成
法
は
宵
パ
ー
セ

ン

ト
の
正
確
を
結
基
を
期
待
し
程
ら
る
J
が

山
舷
で
あ

る

即
ち
､
或

florizo
n

が
背
斜
の
冠
(

A
r

ltictin
a
l

cr
est)
の

一
方
の
側
に

露
出
せ
る
時
､
該

構
成
法
は

d
ip

を
観
測
せ
し
渚
瓢
よ
-
の
圃
孤
群
社
用
以
'

地
平

線
上

に
於
で
占
ひ
る
付
帯
と
蓮
は
ぬ
場
所
に
於
て
.
再

び
前
記

H
oriz
on
の
露
出
を
離
す
の
で
あ
-
､

暦
棟

の
井
行
性

(
Pa
ralieism
of
h
oriz
ons)
が
存
在
す
る

乙
と
及
び
製

図

法

が

完
金
に
各
班

的
な
る
事
を
覆
し
て

屠
る
0

然
し
p
d
ip

の
観
測
鮎
が
不
充
分
ほ
し
か
得
ら
れ
氾

盛
で
は
.

一
般
は
材
料
が
貧
弱
で
あ
る
｡

り山

例

へ
ば
､

厨

に
於
で
示
さ
れ
し
背
斜
に
放
て
t
A
に

甘

露
出
せ
る

florizon
は
有
効
な

D
ip
の
材
料
は
偵
-

構
成
法
を
使
用
し
て
､
市
び
B
に
於

て露
出
さ
る
べ
き

地
即
断
.'5-肘
の
鴇
竹
串
的
作
榊
法

に
拘
ら
ず
'
轟
薯
は
地
表
の
甘
.
計
な
る
が
如
m
J鮎
に

露
出
す
る
O

r
uで
'
乙
の
相
違
が
極
め
て
小
ほ
し
.tJ
､
従
て
構
造

の
背
中

(T
e
cton
ic

Attenuation
)
又
は
横
側
に
於

る
地
層
の
塵
移

(
Latera
lVariation
)
を
惹
起
せ
ざ

る
薪
､
明
な
る
場
合
に
は
､
材
料
の
濃
も
蟹
鍋
か
'
叉

は
疑
問
の
場
所
に
於
で
､
其
の
調
節
を
す
べ
-
'
倉
淵

的
在
る

D
ip

MLJ補
挿
す
る

(
In
terp
otat
e)
罫
は
合
法
的

で
あ
ら

う
.
而
し
て
､
粗

へ

ら
れ
た
る
曲
線
を

決定
す
る

D
ip
の
蔑
み
の
数
は
事
賓
､

無
数
あ
る
革
に
想
到
す
れ
ば

こ
の
種
の
小
規
模
の
調
節
は

金
-
各
州
的
で
あ
る
.

乙
の
補
抑
傾
斜
の
構
成
法

は
珊
複
難
夜
聞
題
で
あ
る
｡

何
と
な
れ
ば
'
互
に
舶
切
し

且
典

へ
ら
れ
ね
二
側
の
夫
々

二宝

四
七



地

球

碑
十
円
巷

と
も
相
切
す
る
闘
係
に
あ
る
二
園
を
求
め
る
事
は
粍
局

在
る
し
､
且
又
rJ
の
揮
､
設
題
-こ
は
賓
に
種
々
異
な
る

場
合
多
き
が
故
で
あ
る
｡

該
方
法
は
'
然
し
な
が
ら
､
構
造
の
薄
小
文
は
地
層

の
横
側
は
放
る
鍵
移
等
が
あ
る
場
合
に
使
用
し
禅
る
も

の
で
､
軍
資
p
大
憶
に
於
で
有
効
な
も
の
で
あ
る
.
従

で
.
該
問
題
を
充
分
注
意
を
以
て
検
討
す
る
事
は
等
閑

に
附
さ
れ
覆

い
｡

第

1
に
は
.
近
似
的
で
は
あ
る
が
､
極
め
て
簡
畢
夜

構
成
法
が
あ
る
｡
こ
れ
は
小
規
模
の
喰
蓮
以
に
封
し
て

は
良
好
を
結
果
を
典

へ
p
又
､
大
櫨
に
於

て'
補
挿
傾

斜
は
封
し
て
､
極
め
て
自
然
的
な
位
置
を
選
定
し
て
呉

れ
る
も
の
で
あ
る
｡

設
題

臥

任
意
の
摺
旗
の

1
翼
は
於
る
傾
斜
に
依
て
定

ま
る
0

回
弧
群
よ
か
構
成
さ
れ
た
る
曲
線
が
'
他
の

一
翼
に

於
る
未
よ
･a
同
様
ほ
し
で
構
成
芸
れ
し
他
の
曲
線
に

殆
ど
接
近
は
す
る
が
､
合

一
せ
氾
場
合
､
作
間
に
依

る
新
曲
線
が
他
罪
上
の
曲
線
と
相
切
す
る
棟
件
を
硝

第

三
碗

三
〇
(

四
八

足
す
る

値
と
位
置

に
於

い

て'
補
抑
す
べ

き
傾
斜
を

前
の

一
翼
上
に
求
む
｡

警

細
雪

例
ヲ
探

ル
.
A
､

pq
･
C
ハ
誉

A
･
甲

撃
沈

光
ス

ル
傾
斜

.1
シ
'
炎
々
ノ
班

ノ
中
心
ヲ

o
r

ぴ
t
a

ト
ス
｡

A
D
E
fZ
デ
ル
-;
細

工
依

り
､
A

.t
鯨
的

ス
ル
暦
位

ハ
再

ビ
'

弧

凹

上
ノ
h
警

於
テ
餅
川
ス

｡

飴

シ
野
外

二
於

ル
班
測
デ

ハ
G

,E於
テ
､

ソ
レ
ガ
鰐
川

ス
ル
ヲ
見

ル
｡
補
抑
傾
斜

ガ
A
t
B
､

間
EL硯
ハ
ル
､
ト
侶
定

セ
ヨ
｡

rぴ
ヲ
中
心
ト
シ
､
G
晶

ル

品

晶

ク
｡

ぴ

ヲ
中
心
-
シ

禁

中
誓

品

二

切

ス
″

誓

警

g

i

L
I

L

於

テ
交

ハ
ラ

シ
ム
｡

空

相
切
シ
･
且
A
,
LK

ト
夫

々
A
及
1

品

テ
切

ス
ル
二
側
弧

ヲ
以
テ
AL
ト
混
換

ス
レ
バ
､

ソ
レ
蒜

求

ノ
モ
ノ
デ
ア
ル
o

g

.
:;.
-:
..州
･
･;
･･･
,
川

立

･J
･=
:･･:
..
-

)3

-
=
rZ
::
チ

交

ハ
ラ
シ
ム
｡

A

L

晶

ブ
o
M
晶

リ
聖

遠

望
M.
-｡

i
h

引キ
o

ふ

･

㌣

誓

-
骨

セ
シ
ム
｡



-

一
一■t■t
t
tlI
I

触

レ
人
､
0
.

01
ハ淡
ム
ル
二
側

ノ
中
心
デ
ア

ル
l'

ぴ

ヲ
志

-

シ
g

h
蒜

-

シ
テ
響

抑
ク
｡

誓

中
心
-

シ
㈹

ヲ
霞

-

シ
テ
N｡

ヲ
響

O

讐

岬

ハ
LD
ガ
讐

テ
小

:

バ
禦

響

ハ
近
似
的
二
切

ス
｡

地
武
断
耐
脚

の
鵡
何
蝉
的
作
柳

法

4-

河
シ
テ
m

ハ

R
晶

テ

､
補
挿
サ
ル
ぺ
キ
桝
淡
ノ
傾
斜

｡
'Li
セ
ル

垂
線
デ
ア

ル

｡

該
構
成

法

は

確

度
は
無
-
唯
近
似
的
で
あ
る
｡

而
し
て
t
DL
の
倍
が
小
在
る
時
に
用
以
ら
れ
る
O

DL
が
極
め

て大
は
L
A

､
B

t
二
鮎
間
に
R
が
凍
る
様

に
細
と
肌
が
交
ら
ざ
る
場
合
に
は
'
語

曲
の
讐

の

部
分
に
勤
し
､
構
成
法
を
繰
返
し
二
佃
の

D
ip
を
補
挿

し
和
ら
る
べ
し
｡
乙
の
近
似
的
設
題
は
補
挿
傾
斜
に
射

し
選
定
す
る
'
位
置
と
値
に
於
で
確
定
的
で
あ
る
.
質

際
上
､
R
と
其
の
値
Q<tJ満
足
す
べ
き
位
置
は
無
限
に
あ

る
が
､
限
度
が
あ
る
｡
而
し
て
'
圃
弧
の
中
'

一
つ
の

中
心
は
任
意
は
描
か
れ
て
も
良

い
が
.'
第
二
の
圃
孤
の

車
種
及
び
轡
曲
皮

(C
u
TV
atu
Te
)は
第

.i
の
夫
々
の
選

樺
の
如
何
に
位
か
決
定
rb
れ
る
O

柿
挿
傾
斜
の
正
確
在
る
構
成
法
｡

之
堅
ホ
す
ね
め
p
叉
敵
襲
的
ほ
精
密
を
る
補
抑
傾
斜

の
構
成
法
む
求
ひ
る
に
は
'

*
次
の
設
題
を
考
察
す
る

革
が
必
要
に
在
る
｡

]jo
れ

四
九



地

球

節
十
川
懇

*
新
帝
は
'
右打
抑
法
に
裁
て
次

の
設
旭
を
考
案
す
る
に
常
り
､
W

,N
･

B
r
a
y

氏
の
打
益
な
る
助
骨
に
負
ふ
伊
が
妙
-
な
い
O

設
怯

10

任

意

の
半

径

の

任

意

の

二

間

が

輿

へ
ら
れ
た

る
と

き
P
互
に
相
切
し
.
両
も
其
の
中
の

一
方
は
典

例
の
何
れ
か

1
万
に
切
し
､
他
の

1
万
は
輿
園
の
他

方
-

る
こ
閲
紅

3
.

(
響

節

三
班

三
〇

五
〇

讐

芳

警

㌍
交

ル
警

ひ
-

ス
U

B

h
志

-
シ
､
㈹

ヲ蒜
ト
シ
テ
監

ノ
阿

品

ケ
パ
,
夫
ガ

仰

求
ノ
モ
ノ
ナ
リ
｡

符
的

作
桝

こ
ョ
リ
a

ヲ
中
心
ト

ス
ル
帆

ハ
ぴ

ヲ
中
心
ト

ス
ル
刷

二
切

ス

｡
耐

シ
テ

A
O
IF
C
=
D
O
IF
O
は

㍉.

0
.C
‖
0
｣0川

01

ヲ
節

7
ノ
輿

(
テ
レ
タ
ル
蜘

ノ
リ.
心
､

a
)
ヲ
節
二
ノ
輿

へ
ラ
レ
グ
か
脚

ノ
中
心
､
0-:D OIA
ヲ ヲ
ソ ソ

ノ
牛
柁
ト

ス
｡

ノ
牛
朽
ト
ス
O

qg:･
ル
JL
作
図

こ
ヨ
リ

BC:
O
:D

節

7
ノ
炎
柵

ノ
脚
川
上

;:.州
.㌦

一

任
志

ノ
1
鮎
A
ヲ

リ
､
A

ヲ
池

ル
政

AE
↓

蒜

志
ノ

蒜

び
ヲ
ト

-
,
ぴ

ヲ
中
心

-

シ
鮎
ヲ
牛

班
ト

シ

テ
囲
ヲ
抑

ク

O

試
問
ハ
中
心
ガ
01

ナ

ル
拭

17

切

ス
ぺ

キ
ナ
リ

｡

芸

ノ
蒜

讐

引
キ
讐

J中

･･･;･:
.,
･･･.･
･･
1
∵

=

0
-

C

晶

ビ
･

讐

斑
角

l二
1
韓
分

ス
｡

㌧.

〇
山r
;=

0
-D

故

こ
び

ヲ
中
心
ト

ス
ル
脚

ハ
ぴ

ヲ
中
心
ト
ス
ル
脚

I言

切

ス
｡

本
設
題
の
壁
形
せ
る
も
の
は
数
多
あ
-
､

而
し
て
A
.

玉
～
D
.
譜
鮎
の
位
置
と
典

へ
ら
れ
し
二
鳳
の
相
封
的

の
大
き
と
位
把
に
倦
み
種
々
な
る
場
合
を
生
ず
｡

叉
'
仝
胤
用
は
金
部
が
外
切
す
る
場
合
'

一
部
が
外
切

し

一
部
は
内
切
す
る
場
令
と
あ
-
得
る
事
が
了
解
す
る

に
難
-
夜
5,0

該
構
成
法
及
驚
明
は
此
等
.
何
れ
の
場
合
を
問
は
ず
'

遠

望

も
P
唯
例
外
と
し

てp
讐

プ
ラ
芸

る
紺

係
に
あ
る
誓

遺
品

よ
エ

イ
ナ

ス
喜

靭
係
に
な

る
場
合
が
起
る
0



補
抑
傾
斜
に
勤
し
で
B
､
D
t
二
鮎
が
指
定
さ
れ
る
｡

該
憧
件
を
満
足
す
る
園
は
無
限
に
存
在
す
る
が
､
東
等

の
車
種
及
び
中
心
の
位
置
は

一
定
の
限
界
内
に
寵
か
れ

る
必
要
が
あ
る
｡

更
に
進
で
次
の
設
題
に
移
る
｡

設
題

11

摺
壁
の

一
翼
上
の
傾
斜
の
蘭
み
に
依
-
決
定

す
る
倒
孤
の
曲
線
が
.
同
様
に
し
て
作
間
せ
る
他
翼

の
血

線
に
近
づ
か
ん
と
し
て
兼
だ
合

一
せ
ざ
る
場
合

一
翼
に
放
る
作
間
曲
線
が
他
翼
の
未
と
切
す
る
が
如

晶

-
位
置
に
於
て
,
捕
挿
傾
斜
-

ひ
O
重

A
H
K

ヲ
以
テ
地
衣

ヲ
示

ス
モ
ノ
ト

ス
､
河

シ
テ

A
､

H
､
K

ヲ
輿

へ
ラ
レ
グ
ル
傾
斜

ヲ
有

ス
ル
甜
鮎
ト

ス
｡

夫
々
01
､
ぴ

ヲ
交
鮎
ト

ス
ル
O

蒜

警

作
問

品

･
讐

柵
ク
0

リ
レ
ガ
垂
線

0
10
2H

ト
夫
々
B
t

C
ニ於
テ
交
ル
ト

ス
.

鰐

T
ノ
場
合

B
鮎
ガ
01
､
0
'

ニ
射
シ
C
鮎

ヨ
リ
モ
外
側

.J
ア
ル
場
合
O

節

二
ノ
場
合
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地

球

節
十
川
堪

月
払
が
ot
､
ぴ
こ
謝

シ
C
粘

ヨ
リ
モ
内
側

エ
ア
ル
場
介
o

瓦
に
刺
切
し
且
A
t

C､
ほ
於
で
夫
々
聖

cK

に
も
切

す
る
が
如
呈

一挺1
弧
を
以
て
孤
AB
は
置
換

へ
れ
ば
､
そ

れ
が
所
求
の
も
の
で
あ
る
｡

弧
AB
と
擢
換
し
得
る

霜

の
弧
の
数
は
無

限

に
あ
る

が
p
常
駐
密
に
は

41
定
の
限
界
内
に
濃
か
る
.

限
之 界
は 様
B仲ヽ

CNO .1

et
)譜
鮎
の
相
封
的
付
置
h
T決
定
す
る

傾
件
で
あ
る

｡B
が
01
､
α
に
封
L
C
よ
-
も
外
側
に

‖H

あ
る
場
e
EP
即

ase

の
場
合
で
は
限
界
催
件

(Li
mi
tin
g

C

c
ondition
)は
C

諜I
Ii

に
於
る
切
政
が
孤
AB
と
変
る
事
が

I.I

必
要
で
あ
る
｡
BO
は
鞭
粗
服
を

下
す
｡
然
れ
ば
C
鮎
は

Ⅹ
の
側
に
封
L
B
は
近
-
其
楳

畳
を
占
む
｡

B
.
C
鮎
は
rJ
の
限
界
内
に
於
て

一
定
距
離
を
以
て
隔

た
る

｡而
し
て
01
と
び
と
は
其

位置
を
交
換
す
る
も
亦

2

同じ
､
次
に
等

B
が

O-｡

に
封
し
.
C
ま

も
内
側
は

C

節
三
雛

三
二

茄
二

あ
る
場
合
｡
A
に
於
で
AB
に
切
線
を
引

き
BC
と
交
ら
し

め
て
Ⅹ
を
待
､
然
る
時
は
､
C
は
B
と
Ⅹ
の
間
に
位
置

を
結
ぶ
O

2

限
界
保
件

NO

所
求
二
鳳
の
中
の
第

1f
園
の
中
心
03
の
位
博
を
定
む

る
ほ
姿
す
る
憧
件
｡

1管

於
で
は
AC

を

垂
直
隻

等
介
し
'
二
等
分
線
が

C

e]等

の
交
乱
賢

と
す
｡
然
れ
ば
､
げ

は
聖

は
警

Z
の
側
に
於
で
01
､
02
鮎

よ
り
7
9速
さ
は
在

る

と
要

す

0

従
V
,
讐

車
種
と
し
て
C
よ
品

け
晶

が
弧
晋

切
る
乙
と
は
確
貨
｡

cq'
管

於
て
は
AC

を

垂
直
に
二
等
分
し
､
二
等
分
線
が

C
恥
と
の
交
鮎
賢

と
す
｡
挙

b
ば
ぴ
は

舶線
上
に
あ
-

.tJ
､
Z
の
側
に
於
で
α
よ
-
7P
速
さ
に
あ
る
を
要
す
.



従
で
､
恥
を
車
種
と
し
て
A
よ
-
描
け

る
弧
は
郡
を
切

る
乙
と
は
確
賓
で
あ
る
｡
如
上
の
制
限
内
に
於
七
､
本

設
題
'<t
t取
扱
ふ
｡
on
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選
定
す
O
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ク
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C
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仰

レ

ノ場ん
‖

ヲ川
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卜
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ヲ
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ビ
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卜
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禁
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ハ
姉
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ノ
鵬

ノ
伊
求
ノ
中
心
デ

ア
ル
｡

Ⅰ
､
H
､
ノ

楊
介
北
ハ
こ
び
･L
ol
ヲ
紳
ビ
班
長

シ
テ
ダ

ニ
及
バ
シ
ム
O

コ

/
肘L.練
ガ
地
表

ト
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!
･
=

レ
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テ
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ズ
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祁
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セ
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シ
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シ
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柁
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肌
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描
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･
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同
ク
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ニ
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フ
シ
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0

り
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ぴ
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中
心
ト
シ
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蒜
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L.if

仙郷
十
凹
奄
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CD
I
O
nF

OEtOl=0⊥I)

J
.On,D
ゝ
掛
践

‥
‖
棉
吟
や
Zヽ,

';
0
;
C
=
O
F

.;

A
F
†
F
C
､
ノF
;
簿

f.

畠

t)j
R

Ov
e
r
f

old
ing
,

A

tten
u
a
t
io
n
,

V
a
Ti
a
LL
i
o
n

･

設

焼

6

に

於

で
地

表

の

D
i
p
に

依
る
竃
接
材
料

かLJ皿
tJ
完
全
な
る
背
斜
かLJ構
成
し
た
｡

攻
に
は
､
rJ
の
地
表
の
澄
接
材
料
に
伐
る
構
成
港
を
以

て
'
如
何
な
る
帯
皮
ま
で
､
O

verfo
)d
せ
る
肢
(L
im
b
)

む
有
す
る
背
斜
HLJ作
圃
し
得
る

や
ほ
就
で
考
察
し
､
併

せ
て

O
v
eTf
otd
in
g
の
含
蓄
せ
る
意
味
は
就
て
考
察
す

る
必
要

が
あ
る
｡

設
髄

12

任
意
の

1
組
の

C
o
m
petentf
o

td
sに
於

で､

そ
の
背
斜
並
は
隣
接
せ
る

Foresy
n
ctin
e
坊
の
部
分

に
亙
-
'
黄
に
平
滑
在
る
曲
線
堅
ホ
す
べ
き
昔
榛
材

料
が
存
在
す
る
修

件

(
或

は
開

者

の
間

に
在

る

M
idd
te
lim
b
の
部
分
が
逆
晒
せ
る
場
合

)
は
､
何
れ

節
三
紙

三

例

五

Ef

的
背
斜

(
A
s
y
m
m
et
r
ic
A

n

tic
lin

e)の
愈
斜

せ
る
伽

に
隣
捺

せ
る
向
斜

の
部
分

を
窓
昧
す

る
｡

の
水
平
面
上
に
於
で
も
あ
-
得
な

い
｡

β

U V -,
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*

=
F

oresy
n
ctin
e
"

な
る
術
語
は
､
本
文
を
通
じ
て
､
非
封
桝



:
Lw
仙d
d
le
h-m
b
"
は
､
非
対
偶
的
背
斜
と
そ
の

F
oresyn
clin
e

の
問
に
納
れ
る
放
科

せ
る
此

(
Li
m
b
)

の
部
分
を
指
す
｡

燕

モ
締
駄

ナ

ル
場
(
=
ヲ
取
扱

フ
｡

A
B
C
D
E

ヲ
以
テ
任
怒

ノ
背

斜
ト
ー韓
接

セ
ル

f
o
reS
ynCtin
e
こ

於

ル

1
倍

位
ノ
曲
純
ヲ
袈

ス
モ
ノ
ト

ス
O
柑

シ
テ

M
iddtetim
b･

B
C
D

ガ

O
v
e
r
f
o
ld

シ
テ
拭

ル
モ
ノ
ト

ス
.

絃
愉
位

ノ
州
税
ガ

次
ノ
軍
籍

ヨ
リ
柵
成

サ
レ

ル
ナ
セ
コ
｡

即
･
o･ー

ヲ
中
心
･L
,"

拭

ケ
ル
蕊

前
額
卜

州
切
シ
･

O-
ヲ

中
心
ト

ス
ル

肌

即

oS
ヲ
中
心
ト
シ
･

BC
ト

州
切

ス
蒜

C

ぴ

ヲ
中
心
ト
ン
'
8

-
州
切

ス
ル
品

等

該
樹
楳
よ
-
軍
使
の
厚
さ
を
隔
れ
る
層
位
の
夫
々
に

於
で
も
'
同
様
に
し
て
曲
線
を
作
固
し
終
る
｡

>pp
閃
､
警

平
行
に
引
け
る
直
線
は
何
れ
造

時

間

曲を
な
す
｡

而
し
て

M
id
d
le
lim
b
の
部
分
に
於

で
も
p
A
tn
ictin
e
叉
は
を
の

F
o
resyr
T.

cli
n
e
の
何
れ

の
平
滑
在
曲
線
の
部
分
に
放
て
も
必
ず
夫

等
曲
線
を
横

切
る
｡

水
平
面
W
は
背
斜
の
平
滑
曲
線
を
横
切
ら
.
谷
の
翻

地
既
師
田
圃

の
鵡
何
串
的
作
問
法

分
に
角
度
社
有
す
る
向
斜
と
骨

倉
は
す
る
が
'
浬
塵
に

放
す,
M
id
d
le
lim
b
が

O
v

eTfo
ld

を
な
し
屠
る
事

の
驚
櫨
は
地
表
ほ
て
は
何
等
存

在
せ

ぬ
.

允
も
.
向
斜
の
谷
の
部
分
の
鋭
角
を
覆
す
革
よ
ら
し

て
汲
虞
の
状
態
は
略
々
推
察
が
用
凍
る
｡

又
,
次
に
水
平
面
警

背
斜
と
未
に
隣
接
せ
る
向
斜

の
双
方
を
横
切
る
｡
而
し

て､
後
者
の
部
分
ほ

ては
峰

(c
rest)
と
軸

(A

x
is)

は角
に
伐
て
表
さ
る

｡

M
iddle
tim
b

は

該

線
に
沿
以

O
v
e
rfold
さ
れ
て

ゐ
る
○

同
じ
-
水
平
甫
yZ
は
角
皮
の
あ
る
'
背
斜
の
峰
の
部

分
及
び
平
滑
曲
線
の
存
在
す
る
'
隣
接
せ
る
向
斜

り
芥

に
愈
合
す
0
然
し
倒
膳
の
加
は
ら
ざ
る
以
前
に
県

､

前
記
水
平
面
に
滑

へ
る
摺
曲
が
t
M
id
d
le
tim
b
の
部

分
に
於
て
迎
樽
摺
曲
を
せ
し
認
壕
は
何
等
見
ら
れ
な

い

更
に
進

んで
閲
を
吟
味
す
.

水
平
両
署

管

の
晶

-

心
と
し

品
国
に
粗

∩?

略
す
る
｡
か
-
す
れ
ば
'
乙
の
水
平
面
の
㈹
竺

致
す

二

奴

五
五



地

球

第
十
四
谷

■i

第
三
淑

三

六

五
六

る
倍
散
ま
で
弛
晒
せ
る
部
分
に
放
て
は
､
該
稽
曲
は
最

早
逆
晒
補
助
聖
不
n
老

い
.

尤
も
､
頭
甫
な
る
肢

(
Perpend
icu
lar
tim
b)
は
存

在
す
る
O
而
し
て
'
之

が
背
斜
と
夫
に
隣
接
す
る
向
斜

部
の
双
方
は
於
で
p
水
平
面
が
平
滑
な
る
曲
線
と
変
る

べ
d
tJ制
限
楳
件
で
あ
る
｡

更
品

晶

と
同
方
向
追

晒
せ
し
ひ
れ
ば
･
該
線

が
骨
す
る
暦
傍
の
曲
線
の
卒
滑
帯
皮

(
S
m
o
ot
hn
es的

of
ho
riz
on
s)
は
妃
に
判
然
と
在
る
｡

而
し

て
琵
id
d
le
tim
b
の

D
ip
は
垂
直
よ
さ
角
度

が
按
は
i方･6る
｡
次
に
該
線
を
始
め
の
廻
樽
位
鰐
は
戻
し

史
に
同
方
向
に
炭
す
｡

ふ
-
す
れ
ば
峰
と
谷
の
角
張
ら

(
An

g
ul
arity
)
那

更
は
薯
-
夜
･C,
旨
id
d
te
tim
b

の
建
碑

(In
ve
rsion
)

が
甚
-
な
る
｡

之
は
極
め
て
寮
要
を
設
題
で
､
軍
資
､

1
つ
の
自
然

法
則
,kl明
言
し
て
居
る
｡
即
左
の
如
し
｡

平
行
神
曲
(C
om
petent.fo
tdin
g
)
に

於
て
､
刻

(
ら
れ
た
る
'

水
平
田
に
桁

て
逆勝

が
ある
時
は
､
背
斜

の
堪
及
び
絃
平
田
に
胎

(

る
僻
操

の

F
o
r
e
sy
n
ctin
e

の
称

の
部
分
に
於
て
必

ず

角

蹴

り

(
A
n
g
u
la
r
it,y
)

が
あ
る
O

任

意

の

水

平

面

に

滑

で
逆
輪
が
あ
ら
､
背
斜
の
峰
の

部
分
の
平
滑
曲
線
と
向
斜
の
谷
に
於
る
角
張
わ
と
が
あ

れ
ば
該
面
に
治
で
呂
d
d
le
tim
b
の
部
分
の
地
層
の
縮

少

(A
tten
u
ation
)
79
亦
必
然
的
に
生
ず
る
こ
と
が
了

解
さ

れ
る
｡

第
三
紀
岩
石
の
O
v
e
rfo
td
in
g
に
就
で
は
､
地
表
又

は
此
校
的
浅
慮
ほ
て

の
地
殻
運
動
に
て
'
被
覆
す
る
重

質
の
荷

(L
oad
)
は
な

い
｡

乙
の
槽
の
摺
曲
､
即
ち
平
滑
在
る
背
斜
の
峰
を
有
す

る
も
の
け
て
は
､
急
斜
せ
る
腰
部
に
於
る
逆
埴
及
び
角

張
れ
る
向
斜
郵

(An

g
u
laT
Sy
nC
tin
e
)
或
は
向
斜
屈

節
部

(
*
S
y
n
ctin
a
t
b
en
d
)
等
'
線

べ

て

同

.i
水
中
面

上
に
於
て
起

る
のが
最

も普通
で
あ
る

｡

而
し
て

S
y
n
clin
al

b
en
d
の
作
図
及
び

A
tt
enu
･

a

tion

の
大
き
を
決
定

す
る革
が
第

一
に
蒐
嬰
牙
･6
串
で

あ

る
｡

*
こ
の
術
語
は
､

班
に
使
用
さ
れ
し
も
の
に
て

P
a
sc
o
e.
T
h

e

O
i]か
e
ld
s
o
f
B
u
r
m
a
h
を
巷
.=照
さ
れ
た
し
｡

設

題13
一
水
平

面

に
滑

へ
る

D
ip
s
に

依
-
定
ま
る
.

任
意
の
稽
壁
に
於
で
､
該
面
が
平
滑
在
る
脊
斜
の
峰



と

M
id
d
le

ti
m
b
の

逆

樽

を

典

へ
る
場

合

に

は

､

夫

の
服

部

に

於

で
相

似

性

(
S
imi

ta
r
ity
)

と

薄

小

7

(T
h
i

n
n
in
g
)

と
が

必
ず
存
芋

｡
(

:*
)

DKL
ナ
ル
厨
倣

ハ
A
,
B
,

C･
D
ナ
ル
傾
斜

…

リ
決
尤
サ
ル
O
且

A水
平
晶

上
蒜

芸

ノ
ー
ス
｡

地
質
断
弼
糊
の
鵡
仰
蝉
的
作
相
法

河
シ
テ
H
FE於
テ
沌
赫
ノ
傾
斜
ガ
ア
リ
ト
ス
O

DK
m
リ
↓
方

晶

耽
ノ
長
サ
ヲ
隅
ツ
ル
Al
鮎

-
平行
神
曲
ノ
曲
線

Aヂ

作
図

ス
｡

空

将
サ
ヲ
誉

讐

保
持
シ
テ
品

晶

ク
三

,
欝

瓢
ヨ
-

以
外

fJ
ハ
不
可
能
デ
ア
ル
o

D

ヲ
中
心
ト
シ
,
DF
ヲ
牛
柁
ト
シ
テ
脚
晶

ナ
パ
､
G
晶

テ
･
水

平
何
･1
直
角

三
父
ハ
ル
｡

紡
ル
F'.
G
鮎

二
於
ル
地
僧

ハ
花
立
セ
ガ
シ
テ
'
迎
赫

ス
｡

HO
ヲ
H
新

品

ル
傾
斜
ノ
方
向

蒜

-

描
キ
,
0
ヲ
中
心
ト
シ
テ

叩

ヲ中腎
シ
テ
品

晶
ク｡

讐

バ
'
讐

技
鮎

二
於
ル
逆
抽
′
弛張

材
料
卜

姦

ス
蒜

繰
デ

ア
ル
O

飴
ル
1f

D
K
<
D
G

故

)L
髭
id
d
te
li
m
b
rE於
テ
鮎
少

(Att.enu
ation
)
ガ
ア
ル
｡

本

設

題

に
於

で
明

に

了
解

r
u
る

J
如

-

､
水

平

面

の

下

を

通

過

す

る
㈹

在

る
車

種

と

04

に

於

る
中

心
と

の
沼

)二七

五
七



地

球

第
十
回
想

介
は
硬
に

S
ection
tin
e
の
完
成
に
親
し

で.
不
確
定
は

導
-
｡
惜
令
Ⅹ
鮎
NLJ蛙
る
忠
斜
せ
る
異
上
の
他
の
軍
機

が
簡
単
で
且
明
白
で
あ
ら
得
で
も
'
止
む
駈
得
覆

い
｡

各
地
嘗

莞

地
表
に
櫛
す
た
め
響

け
水
準
甫
以
下

は
あ
る
中
心
が
選
定
さ
る
-
･

必
要
が
あ
る
｡

而
し
て
'
乙
の
中
心
は
就
て
の
直
接
の
琵
櫨
は
水
平

而
上
に
は
あ
-
得
な

い
｡

補
挿
傾
斜
の
二
設
題
の
申
､
何
れ
か
の
方

t法
は
位

で

圃
孤
が
選
定
ru
れ
水
平
面
以
下
に
挿
入
ru
れ
ぬ
ば
な
ら

ぬ
.
然
し
､
数
多
の
優
位
が
あ
ゎ
.
而
か
も
何
れ
の

一

っ
も
平
行
掌

b
舶
所
で
は
､
構
成
法
は
極
め
て
砥
部
を

る
た
め

FTeeh
and
で
描
-
の
が
'

1
故
は
頗
る
べ

き
も
の
と
し
て
諏
め
ら
れ
て
居
る
｡

次
は
凍
る
設
題
に
闘
す
る
露
出
静
櫨
h
盛

返
し
且
急

科
せ
る
謁
上
の
既
知
の
境
目
を
附
加
し
､
設
題
を
政
も

簡
軍
を
形
は
す
れ
ば
次
の
結
基
と
在
る
｡

設
題

14

水
平
面
上
の
傾
斜
に
依
-
で
定
ま
る
褐
変
が

輿

へ
ら
れ
た
る
時
'

一
瓢
に
於
で
は
平
行
招
曲
'
他

第
二
娘

三
八

五
八

翼
ほ
て
は
縮
少
及
び
逆
樽
を
夜
す
が
如

き
等
糠
材
料

()U

品

足
す
る
芸

畏

ひ
｡

垂

擁
=;
A
H
K
D

ハ
A
､
B
､
C
t
D
､
各
瓢
ノ
傾
斜
.言

リ
起

マ
ル
モ
ノ
ト
シ
'
厨
耽
A
ハ
D

,[於
テ
印
ビ
餅
肌
ス
ル
モ
ノ
ト
ス



A
ヨ

リ
上
暦
低
,]於
テ
草
枕
ノ
腹
サ
ヲ
拒
ル
Al
ナ
ル
暦
他
が
E
7J

於
テ

捲
弗
ス
ル
モ
ノ
･1
シ
t
S
yl
C
lin
a
l
b
el
d
ガ
暦
枕
が
ト
水

平
耐
ト
ノ
交

鮎
ナ
ル
G
馴
ニ
'
ソ
ノ
位
紀
ヲ
占
ム
ル
･1
ス
｡
該
和

曲
ノ
平
行
神
曲
ノ
部
分
ヲ
定
ム
ル
中
心
ハot
t
a

'
8

､
0

.
0

等
デ
ア
ル
｡

平
行

神
州
ヲ
掠
り
柑
ル
鳩
関
内
二
於
テ
作
問
ヲ
完
成
セ
ヨ
t
A.
チ

ル
府
政
tT就
テ
考
察
ス
ル
ニ
'
之
ハ
E
即
ガ
水
平
田
ノ
一
方
ノ
側

こ
ア
リ
チ
M
t･R
仙
ノ

側ニアル限
り
､
平
行
摺
曲
ト
シ
テ
'
紡
キ

E｡iz
ル
｡

諾

9
ノ
方
警

抜
リ
･
空

州
切
シ
且
誉

聖

U]F),
管

状

-

切
ス

蒜

ノ
聖

讐

諜

ス
ル
コ
-
蒜

O

新
II求
メ

ラ
レ
グ
中
心

ハ
ぴ
t
oT
デ
ア
ル
｡

o
nR-
水
芸

-
ノ
宗

ハ
･

勿
論
ソ
ノ
憲

皐

T
g
rL苦
ナ

ル
ぺ
キ
捕
抑
傾
斜
ノ
占
ム
べ
キ
虚
デ
ハ
ナ
ィ
｡

A
ナ
ル
暦
位
IT就
テ
考
娯
ス
ル
ミ

中
心
び
ヲ

供
用
ス

ル
n
l･
ニ

依
り
.
A
ヲ
P
Y
デ
平
行
神

曲
ト
シ
テ
抑
ス

コ
ト
ヲ
相

｡

河
シ
テ
反
対
側
二
品

蒜

｡

設
題
10
ノ
方
法
蒜

リ
弧
D
･
E]
晶

抑
ス

｡

か

ナ
ル
層
位
晶

シ
…

金
ク
子

同
様
ニ
ス
ル
｡

∩
一

か

デ
ル
暦
倣
H
於
テ
'
中
心
03
ハ
切
り
梢
サ
レ
'
摺
-;
芸

･行
摺

地
質
断
田
園

の
鵡
何
塀
的
作
問
法

曲
ト
ナ
ル
｡

8

乾
に
厨
を
吟
味
す
る
に
､

弧
DT
t
TP
其
他

の
小
柳
弧

F

の
鼻
種

の
数

は
無
限

で
あ

り
且
描

か
る

J
末

々
及
び
組

べ

て
の
層
位
に
寓

し
て
該

園
弧

は
皆
興

る
事
を
注
意
せ

氾
ば
在
ら

ぬ
｡

rJ
の
場
合
､
定

ほ
幾

何
学
的
構
成
法

(
G

eom
etri
cal

con
st
r
uc
tion
)
を
加

へ
七
繋
都

に
な

る
は

､
果
し

て

多
大
の

利
あ
･C
,や
香
や
疑

は
し

い
｡

o
v
e
r
fo
td
in
g

の
楓

で
の
場
合
を
通
じ

唯

C
o
m
p
e.

ten
t
f
otd
を
保
持
す

る
範
囲
内

で
は
､
該
褐
曲

を
醗

ふ

る
隈

か
t
C
om
pe
t
en
t
と
し
て
作

間
す

れ
ば
充
分

で

あ

る

｡
而
し

て
史
に

進
ん
で
天

日身
の
等
糠
の
得
失
'

班
非

に
就

て
総
て
の
場

合
を
考
察
す

る
外

は
な

い
｡

或
る
確

の
推
最
に
依

る
仕
事
が

蝕

儀

在

-
行
な

は

る
｡
而
し

て

一
本

の
水
平
面

上
に
於
る
澄
振
材
料

は
決

し

て完
蚤
在

る
解
答

を
輿

へ
な

い
.

,J
の
推
量

に
依

る
仕
事

を
最
小
限
皮

に
す

る
の
が
､

本
文
の
目
的
で
あ

る
｡･.11九

五
九



地

球

第
十
凹
番

同
城
在
試
論
が
.

横
側
に
於
る
地
層
の
鼻
移
(
L
a

t
-

eral
V
a
riiation
)
に
も
常
倣
せ
る
｡

地
層
の
厚
n
の
膨
大
輔

少

(T
h
ic.imi
n
g

&
thin･

m
in
g
)
が
､

一
定
の
割
合
で
断
面
線
上
に
起
る
場
脊
'

地
理
教
材
と
し
て
の
地
形
固

節

)77鵬

二

三

六
〇

補
抑
傾
斜
の
構
成
法
は
牛
程
よ
-
牛
種
迄
と
'
層
位
を

連
結
す
る
に
用
以
ら
る
｡

然
し
各
々
の
層
位
に
封
し

ては
､
再
び
興
る
構
成
法

が
必
要
に
な
る
｡
(

未
完
)

(第
二
輯
)

六
､
奉
天
､

東
亜
奥
地
固
酉
第
三
行
北
第
二
版
南
部

大
正
十
五
年
製
版

本
間
は
明
治
四
十
三
年
版
の
古

い
東
西
輿
地
図
と
は

仝
-
違
っ
た
も
の
で
､
両
日

1
新
の
観
が
あ
る
O
そ
の

周
囲
は
青
林
､
白
頭
山
昌
閲
､
兼
順
の
各
間
隔
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
と
合
せ
て
見
る
時
は
明
に
満
洲
と
朝
鮮
と
の
交

界
に
於
け
る
様
子
が
瞭

然
た
る
む
縛
る
と
息
ふ
､
勿
論

ス
ケ

ー
ル
の
粗
い
､
育
苗
分

一
と

い
ふ
輿
地
園
で
あ
る

か
ら

こ
れ
を

T
op
og
rap
h
ic
m
ap
と
し
て
見
る
乙
と

は
揖
雄
を
い
け
れ
ど
も
､
乙
の
方
面
の
比
較
的
信
用
さ

れ
る
べ
き
手
頃
の
し
か
も
唯

一
の
地
園
と
し
て
之
を
讃

者
に
推
奨
し
て
差
支
へ
覆

い
と
考

へ
る
｡

本
間
幅
は
平
安
北
道
義
州
の

一
角
と
遮
審
省
と
熱
河

省
の

一
部
と
を
含
み
商
満
洲
の
摘
掌
他
聞
と
し
て
最
も

要
領
を
碍
て
ゐ
る
'
満
洲
の
地
鱒
構
造
線
光
る
北
東
南

西
の
摺
曲
軸

(
北
四
十
七
度
来
)
は
南
の
方
山
東
か
ら

南
支
那
地
構
造
線
に
妊
長
し
北
の
方
ア
ム
ー
ル
河
の
下

流
に
蓬
す
る
も
の
で
あ
っ
て
､
所
謂
長
日
山
脈
と
栴
せ

ら
る
j
も
の
､
本
間
幅
に
於
で
は
兼
部
山
地
と
し
て
現

は
れ
'
飴
原
代
の
片
麻
岩
や
前
審
武
利
並
配
の
碇
岩
を

ど
の
高
原
で
あ
る
t
fJ
の
高
原
の
酉
を
限
る
第

1
の
地

横
線
は
断
層
線
で
あ
っ
て
hi,の
酉
の
方
に
は
栄
古
高
原


